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子
ど
も

　祭
礼・縁
日・花
火
大
会・展
示

会
な
ど
、多
く
の
人
が
集
ま
る
催

し
で
、コ
ン
ロ
や
ス
ト
ー
ブ・発
電

機
な
ど
、燃
料
を
使
用
す
る
器
具

や
電
気
を
熱
源
と
す
る
器
具（
火

気
器
具
）を
使
用
す
る
際
の
火
災

予
防
上
の
義
務
は
次
の
通
り
で

す
。

1
消
火
器
の
準
備
　消
火
器
は
、

原
則
火
気
器
具
を
使
用
す
る
人

が
準
備
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。な
お
、火
気
器
具
な
ど
の
使

用
実
態（
火
力
な
ど
）に
応
じ
て
、

複
数
の
者
が
共
同
で
準
備
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

2
露
店
な
ど
の
開
設
届
け
出
　

届
け
出
は
、原
則
、露
店
な
ど
を

開
設
す
る
人
が
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　な
お
、催
し
の
主
催
者
や
露
店

な
ど
を
統
括
す
る
人
が
取
り
ま

と
め
て
届
け
出
る
こ
と
も
可
能
で

す
。届
け
出
先
は
管
轄
の
消
防

署・分
署
と
な
り
ま
す
。

3
指
定
催
し
の
指
定（
７
月
１
日

施
行
）
　屋
外
で
の
催
し
の
う
ち
、

大
規
模
で
、火
災
が
発
生
し
た
場

合
に
、人
命
や
財
産
に
特
に
重
大

な
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る

も
の
を
消
防
長
が
指
定
し
ま
す
。

指
定
し
た
場
合
は
、主
催
者
へ
通

知
す
る
と
と
も
に
、市

な
ど
で

公
示
し
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　な
お
、指
定
さ
れ
た
催
し
の
主

催
者
は
、次
の
こ
と
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

▽
防
火
担
当
者
を
選
任
す
る
。

▽
防
火
担
当
者
に「
火
災
予
防
上

必
要
な
業
務
に
関
す
る
計
画
」を

作
成
さ
せ
、そ
の
計
画
に
基
づ
く

業
務
を
行
わ
せ
る
。

▽
火
災
予
防
上
必
要
な
業
務
に

関
す
る
計
画
を
、開
催
す
る
日
の

14
日
前
ま
で
に
管
轄
の
消
防
署・

分
署
に
提
出
す
る
。

■
そ
の
他

　近
親
者
に
よ
る

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、幼
稚
園
や
学
校

な
ど
で
父
母
が
主
催
す
る
行
事
、

地
域
の
人
だ
け
が
集
ま
る
行
事

な
ど
、相
互
に
面
識
の
あ
る
人
同

士
が
参
加
す
る
催
し
な
ど
は
、こ

の
条
例
の
対
象
外
に
な
り
ま
す

が
、正
し
い
火
気
器
具
の
取
り
扱

い
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、消
火
器

の
準
備
に
努
め
る
な
ど
、引
き
続

き
火
災
予
防
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

問
消
防
本
部
予
防
課
☎（
625
）５

５
０
５

火
気
器
具
を
使
用
す
る
イ
ベ
ン
ト
の

　
　
　
　
　主催
者・出
店
者・関
係
者
の
皆
さ
ん
へ

イ
ベ
ン
ト
で
の
火
災
予
防
対
策
を

お
願
い
し
ま
す

イ
ベ
ン
ト
で
の
火
災
予
防
対
策
を

お
願
い
し
ま
す

　昨
年
８
月
に
京
都
府
福
知
山
市
で
発
生
し
た
花
火
大
会
火
災
を
踏
ま

え
、イ
ベ
ン
ト
で
の
火
気
器
具
の
使
用
に
際
し
て
、「
消
火
器
の
準
備
」な

ど
を
義
務
と
す
る
よ
う
市
火
災
予
防
条
例
を
改
正
し
、８
月
１
日
か
ら

施
行
し
ま
す（一部
７
月
１
日
施
行
）。

①ガスコンロ使用時
□使用中は、その場を離れない。
□不燃材料の台上で使用する。
□振動や衝撃で容易に転倒、または落下する恐れ
のないよう据え付ける。
□始業前および終業時には点検を行う。
②プロパンガス使用時
□直射日光の当たる場所や火気の近くに置かない。
□平らな場所に置き、倒れないようにする。
□ゴムホースはひび割れなど劣化がないか点検し、
接続部はバンドなどで確実に締め付ける。
□使用しないガス栓にはゴムキャップを付けておく。
□始業前および終業後には点検を行う。
③発電機使用時
□周りに可燃物や危険物を置かない。
□エンジンを稼働したまま給油しない。
□給油する時は風通しが良く、可燃性の蒸気が滞
留する恐れのない場所で行う。
□長時間使用する場合は適時にエンジンを停止す
るなど、過熱に注意する。
□始業前および終業後には点検を行う。
④ガソリン容器使用時
□消防法令に適合した容器を使いキャップを確実
に閉める。
□直射日光の当たる場所や火気の近くに置かない。
□キャップを開ける前には、圧力調整弁を操作して
圧力を抜く。
⑤その他
□ガソリン容器・コンロ・発電機などを使用する際は、
取扱説明書の安全事項を必ず守る。
□くわえタバコでの給油はしない。
□緊急時に備えて、避難誘導などの役割分担や連
絡体制を決めておく。
□消火器を準備するとともに、避難経路を確保する。

火気器具などを使用する際の
主なチェックポイント

消火器の準備

プロパンガス

段ボール発電機
火気から離して設置する

燃料補給は
エンジンを切ってから

火気周辺に段ボールなどを置かないガソリン携行缶

▽火気のない場所に置く
▽直射日光を避ける

避難経路を確保すること

鎖などにより
転倒防止

ボンベは LPG耐圧試験に合格
したものを使用すること

コンロ側方および前方後方15cm以内、
上方1m以内には可燃物を置かない

台は不燃材料

後方
15cm

側方
15cm

前方15cm

上方
１ｍ

使用しないガス栓には
キャップをつける
使用しないガス栓には
キャップをつける

接続部を
ホースバンドで
固定する

接続部を
ホースバンドで
固定する

コンロ

露店開設時
の注意事項
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※今回の財政状況は、平成26年3月31日現在のものであり、平成25年度中の出納整理期間（5月31日まで）
を含む決算額とは異なります。
◎「宇都宮市の財政」は、市　 でも見られます。内容について詳しくは、財政課☎（632）2066へ。

　平成26年３月31日現在の市の財政状況や、
皆さんの税金などがどのように使われている
か、どのような仕事にどのくらいのお金がか
かっているのかなどをまとめた、「宇都宮市
の財政」を作成しました。今回は、その主な
内容についてお知らせします。

一
般
会
計

特
別
会
計

公
営
企
業
会
計

※ かっこ内は前年同期の数値

※ かっこ内は前年同期の額

※ かっこ内は平成24年度の額

ふるさと宇都宮応援事業
（寄付金）

市 の 財 産

市債（市の借入金）の残高

市民１人当たりの市債残高

1,500億1,000億500億 2,000億（円）0

平成25年度収支の状況

収　入 

支　出

1,946億9,887万円
1,775億6,160万円
1,585億8,012万円

1,052億2,569万円
849億6,203万円
949億1,859万円

305億3,944万円
302億2,190万円

407億1,858万円
388億8,981万円

一般会計
1,099億6,803万円
（1,116億9,872万円）

特別会計
143億2,037万円

（151億8,944万円）

公営企業会計
1,124億4,798万円
（1,208億5,254万円）

　

公営企業会計 21万6,914円一般会計 21万2,131円

特別会計 2万7,624円

特別会計 2万9,406円

予 算 額
収入済額
支出済額

予 算 額
収入済額
支出済額

予 算 額
収入済額

予 算 額
支出済額

■平成26年3月31日現在　総額45万6,669円

■平成25年3月31日現在　総額47万9,610円

平成25年度の
　　　　を

お知らせします
財政状況

　一般会計は、市民の皆さんの日
常生活に深く関わっている福祉、
教育、道路、消防、公園などの事業
をするための会計です。

　特別会計は、国民健康保険や競
輪のように特定の収入があり、一
般会計とは別に経理する必要のあ
る事業について設けている会計で
す。

　公営企業会計は、事業収入によ
り経営を行うものについて設けて
いる会計です。市では、水道事業、
下水道事業、中央卸売市場事業が
あり、会計方法を民間企業と同じ
方法にしています。

公営企業会計 23万3,963円一般会計 21万6,241円

建　物 車　両 債　権

債権

基　金
1,101万㎡

（1,099万㎡）
145万㎡

（145万㎡）
42億6,348万円 648台

(42億3,504万円 658台)
奨学資金貸付金の
定期償還など
28億5,854万円

（27億1,412万円）

決まった目的のために
積み立てた資金など
414億2,389万円

（404億5,831万円）

土　地 　平成25年度内に92件11,114,724
円の寄付金をいただき、次の事業
に活用しました。ご協力ありがと
うございました。

こどもの健全育成事業

障がい者の自立支援事
業
高齢者の安全・安心な
まちづくり事業
自然・田園風景の保全
事業
農業王国うつのみや推
進事業
芸術文化の振興・文化
財の保存活用事業
バンバ（中心市街地）
のにぎわい再生事業

市政全般

合　　計

1,106千円
（875千円）
344千円

（415千円）
1,105千円

（1,614千円）
655千円

（650千円）
655千円

（650千円）
100千円
（60千円）
50千円

（110千円）
7,100千円

（3,925千円）
11,115千円
（8,299千円）


